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 研究要旨                         

本研究班の目的であるJNCDB（放射線治療症例全国登録）の
実運用に向けて、日本放射線腫瘍学会（JASTRO）と連携し、
症例登録のfeasibility studyを行った。さらに疾患共通部分である
基本DBのデータ項目の再検討と改訂を行った。 

  

 
Ａ．研究目的             

 
本研究班の本流であるJapanese 

National Cancer Database（JNCDB: 放
射線治療症例全国登録）を日本放射
線腫瘍学会（Japanese Society for 
Therapeutic Radiology and Oncology, 
以降JASTRO）の事業として本格運用
するように学会と連携し、症例登録
に向けた準備を行う。 

 
Ｂ．研究方法 
 

1. 学会での承認 
JNCDBをJASTROの学会事業
として実運用するために、理事会
社員総会（=代議員会）での承認
が必要となる。JASTRO理事とし
ての立場から理事会、社員総会で
JNCDBの必要性を含めた運用案
を提示し、学会としての承認を得
る。 
 

2. 登録に向けたDB改訂と資料作成 
JNCDBの疾患共通部分である基
本DBの項目内容を再検討する。
現状の治療に沿った項目に改訂す
るとともに入力ソフトウエアを開
発する。さらに放射線治療専門医
申請の実績として評価可能な22項
目を設定し、入力ソフトウエアを
開発・装填する。開発したソフト
ウエアを学会HPに公開する。 

 
3. Feasibility study 

JNCDBのfeasibility studyを行う。
放射線治療症例全国登録は段階的
（3段階）に登録項目を増やすこ
とを考えており、feasibility study
では専門医認定や更新の際に必要
となる診療実績評価のデータとな 

 る第1段階（放射線治療実績DB）
の集積を行う。 
 

4. データセンター移管 
業務の大型化が予想され、今後
の恒常的運営を考慮して、現在、
放射線医学総合研究所にデータセ
ンターを移管するための作業を進
める。 
 

（倫理面への配慮） 
JNCDBに関しては本研究班で開発
した個人情報匿名化ソフトを用いて
個人情報部分を「連結不可能」匿名
化したデータを各施設から収集する
ため「疫学研究に関する倫理指針」
の適用外となり、個人情報も取り扱
わないため、患者のプライバシーの
確保に関しても問題ないと考えられ
るが、症例データの管理に関して個
人情報と同等の安全性と守秘性を確
保する。 
先行研究（H16-3次がん-039）にお
いて、申請者の所属機関（大阪大学
医学部）の倫理委員会の承認を得て
いる。 

 
Ｃ．研究結果 
 

1. 学会での承認 
JNCDBをJASTROの学会事業と
して実運用するために、理事会、社
員総会（=代議員会）でJNCDBの必
要性を含めた運用案を提示し、学会
としての承認を得た。 

 
2. 登録に向けたDB改訂と資料作成 
基本DBの調査項目の再検討、改
訂を行った。現在改訂した項目に合
わせたJNCDB登録ソフトの改訂を
行っている。本年度中に学会 
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  （JASTRO）ホームページにアップロ
ード予定である。さらに外科学会が
NCDで進めているような専門医申請の
実績として評価可能な22項目を放射線
治療実績DBとして抽出可能にした。 
各施設の登録業務の負担を考えて、
段階的（3段階）に登録項目を増やす
こととした。 
・ 第1段階‐放射線治療実績DBのデ
ータ提出（22項目） 
専門医認定や更新の際に必要とな
る診療実績評価のデータ 
・ 第2段階‐基本DBのデータ提出 
放射線治療の基礎集計のためのデ
ータ 
・ 第3段階‐各論DB Level 1, 2, 3
のデータ提出 
放射線治療、外科手術療法、化学
療法情報を含めたがん診療データ 

 
3. Feasibility study 
平成25年7月から9月にかけて、

JNCDB（放射線治療症例全国登録）の
feasibility studyを行った。35施設から
14,484症例のデータを集積し、解析を
行った。診療内容（過程）は、照射方
針、小線源治療、高精度治療や照射線
量などにおいて施設規模で標準治療の
浸透を含めて差異を定量的に観察でき
た。また、専門医や指導医の実績評価
のための分析も可能であった。 

 
4. データセンター移管 
本研究のデータセンターは研究代表
者の所属施設である大阪大学が担って
きた（構造調査のデータセンターを含
む）。 全国的なデータ登録業務であ
り、恒常的な運営が必要なことから、
データセンターを現在の大阪大学から
放射線医学総合研究所に移管すること
となり、現在移管作業を進めている。
同時に放射線医学総合研究所の倫理審
査申請準備中である。 
 

Ｄ．考察 
 
本格運用前にfeasibility studyを行い、
本研究が実運用可能であることが証明
された。来年度から本格運用を予定し
ている。本格運用前にJASTRO HP、学
会会員のメーリングリストであり、 
「JASTRO-gram」で全国的な症例登録
を行うことを告知し、データ登録の 

 準備期間を設けることとした。 
本格運用は毎年4月末に登録開始 

7月末を締切とし全国放射線治療施
設構造実態調査と共に当該前年度に
放射線治療が行われたがん症例の登
録データをデータセンターに送付す
る。当面、第2段階の基本DB項目の
集積を目標とする。第3段階の各論
DB項目の集積は第2段階が十分軌道
に乗った段階で考慮する。さらにデ
ータ登録の現場負荷を最小化させる
ために、施設の情報系整備の状況を
把握し（アンケート調査等）、整備
状況の違いによりデータ提供方法を
段階的にする。 
具体的には各施設で既に集積され
ているデータを本登録データ形式に
変換して登録できるようにする。自
施設にDBがない施設に対して、デ
ータ登録ソフトを既にJASTRO HPか
らダウンロード可能としている。（
http://www.jastro.or.jp/aboutus/child.ph
p?eid=00029） データ登録の負荷
を考慮し、提供症例数を1例から全
例まで自由に選択可能とし、同疾患
の当該年度の症例母数を同時に収集
し、データセンターで統計補正を行
う。さらに定期的に予後情報の集積
を行う。 
海外のデータとの比較も可能にな
るので、医療資源配分について一国
の視野を超えた客観的評価を行うこ
とによって、わが国独自の医療シス
テムをさらに洗練化させることに貢
献できる。 

 
Ｅ．結論 
 
本研究班の本流であるJNCDB（放
射線治療症例全国登録）を日本放射
線腫瘍学会（JASTRO）の事業とし
て本格運用するように学会と連携し
、症例登録に向けた準備を行った。 

 
Ｆ．健康危険情報 
 
 なし 
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